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吹田市の道路ネットワークは、実延長 540km を超え、地域経済の活性化や生活環境の向上など市民生活に欠か

せないものとなっております。これらの道路施設は、高度経済成長期を中心に集中的に整備されたものが多く、今後

の維持管理費用の増加や更新費用の集中が見込まれる状況にあります。また、少子高齢化が進み、高齢者の増加によ

る社会保障費の増大や生産年齢人口の減少による市税収入の減少が予測されます。 

このような背景もあり、吹田市では、平成 24 年度に管理橋梁のうち重要度の高い 34 橋を対象に橋梁長寿命化修

繕計画を策定し、従来の対処療法的な維持管理（事後保全管理）から計画的な維持管理（予防保全管理）へ転換を図

ってきました。今回の改定では、吹田市が管理する全 207 橋を橋梁長寿命化修繕計画の対象とし、引き続き計画的

な維持管理（予防保全管理）を行い橋梁の寿命を延ばしていくことで、将来的な財政負担の低減や予算の平準化、道

路交通の安全性の確保を図ることを目的とします。 
 

 
 

 前回計画（H24 策定） 今回計画（R4 策定） 

計画期間 平成 25 年度からの 50 年間 令和 5 年度からの 50 年間 

計画の対象橋梁 重要度の高い 34 橋 吹田市が管理する全 207 橋 

健全性の診断方法 
「道路橋に関する基礎データ収集要領（国

土交通省 H19.5）」に基づき診断 

「道路橋定期点検要領（国土交通省 H31.2）」判

定区分（Ⅰ～Ⅳ）に基づき診断 

劣化の将来予測 文献資料に基づき推定 文献資料及び点検結果を基に劣化進行を予測 

維持管理費用 
補修および架替えの工事に係る費用のみを

算出 

設計・修繕工事・耐震化など維持管理に必要なト

ータルコストを工事実績や 新単価を用いて算出 

新技術の活用 － 新技術の活用方針を明記 

集約化・撤去の方針 － 集約化・撤去の対応方針を明記 
 

 

 
吹田市が管理する橋梁は、令和 5 年 2 月現在で 207 橋あります。これらの橋梁のうち、約 7 割が長さ 15m 未

満の短い橋梁であり、かつ全体の約 8 割がコンクリートの橋梁です。また、全体の約 2 割が道路や鉄道を跨ぐ跨道

橋・跨線橋です。 

吹田市が管理する橋梁のうち、建設後 50 年を経過する橋梁は、令和 5 年 2 月現在で全体の 68%を占めており

ます。10 年前と比較するとその割合は大きく増加しており、橋梁の高齢化が急速に進行している状況にあります。

今後も急速に老朽化が進行する状況であり、維持管理費・更新費の増大が見込まれます。限られた予算の中で、橋梁

を効率的かつ効果的に管理するために、計画的な維持管理とトータルコストの 小化を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●橋梁の状態の早期把握 

計画的な維持管理を行っていくためには、橋梁の状態を

早期に把握することが重要となります。そのために、日常点

検と定期点検により橋梁の状態を把握していきます。また、

地震や台風などの自然災害時には、異常時点検を行います。 

●予防保全による管理の実施 

吹田市では、本計画に基づき、管理する全ての橋梁を予防

保全で管理する方針とし、長寿命化を図ることを基本とし

ます。ただし、損傷の状況により今後補修費が増大すると判

断される場合は、架替えについても検討を行います。 

●対策優先順位の設定方針 

吹田市が管理する橋梁 207 橋について、橋梁の健全性と

橋梁の重要度の 2 つの視点から総合的に判断し対策優先順

位を設定します。修繕対策は、対策優先順位の高い橋梁を優

先して実施することを基本としますが、「橋梁耐震化計画」

に基づく耐震化工事との調整や鉄道関係者などの関係機関

との調整により前後することがあります。 

●維持管理コスト縮減に関する基本方針 

今後の維持管理費のコスト縮減に向けて、点検や修繕などの各段階において、新技術等の活用の検討を積極的に行

います。また、橋梁の利用状況の変化、橋梁周辺の道路の整備状況などから集約や撤去が可能となる橋梁については、

単純撤去並びに迂回路整備や機能縮小、複数施設との集約化などの検討を行います。 
 

 
橋梁長寿命化修繕計画改定による「予防保全管理」の事業効果を検証するため、「予防保全管理」と従来の架替え

を前提とした「事後保全管理」について、今後 50 年間に必要とされる維持管理コストの算定を行いました。 

その結果、引き続き「予防保全管理」を行うことで、今後 50 年間で約 79 億円のコスト縮減ができることを確認

しました。 

 

 

 
 

 

 

 

 
吹田市橋梁長寿命化修繕計画の改定にあたり、 

大阪工業大学 井上 晋 教授にご助言をいただきました。 
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